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🔶　私たちは安全で快適な職場を築くため、宣言します

私は、支店長として、「重大災害ゼロ＝災害のない現場の実現」に向け、

安全意識を高め、浸透させ、定着させる様、安全な現場づくりを進めます。

１ 作業員への安全意識の感受性高揚につながる施策・教育を、作業員目線

に立って立案し、実行します。

２ 災害防止キーワード「落・転・保護・切・挟のおそれはないか？」を

展開し、行動災害の未然防止に努めます。

３ 高年齢者や経験の浅い作業員に対する適正配置と配慮に努めます。

私たち労働者は、支店長の宣言に基づき、安全意識の向上を図り、

行動災害に至る不安全行動等を行わない様、安全に作業を進めます。

１ 作業手順の遵守と危険予知を確実に実施し、安全意識向上に努めます。

２  「落・転・保護・切・挟のおそれはないか？」をKY活動等に取入れ、

行動災害の未然防止に努めます。

３ 高年齢者や経験の浅い作業員の配置状況を良く確認し、声掛けや環境の

改善を行って、災害の未然防止に努めます。


